
道路貨物運送業における労働災害防止について

○ 愛媛県内の労働災害が増加しています。

〔7月末現在：対前年比 +４人（20％〕増加〕

○ 墜落・転落災害が多く発生しています。
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平成26年7月末の愛媛県内における全産業の休業4日以上の死傷者数は、716人で昨年同時
期と比べ36人（5.3%）増加しています。

○ 墜落・転落災害が約４割を占めています。
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（墜落・転落災害）
① トラックの後部ステップ上で荷物整理中に後ろ向きの降りようとして、足を滑らせ
墜落した。

② 荷台上でパレット積みの荷をジョルダーで積込みし、後退中にハンドルが抜けて
はずみで地面に墜落した。

③ 積み荷を降ろし荷台から降りる時に蝶番に引っかかり墜落した。

〔書面化ガイドライン〕

安全運行の確保に向け、平成２６年１月２２日に国土交通省から「トラック運送業にお
ける書面化推進ガイドライン」が出され、安全運行に向けて、運送契約に関して荷主等
と貨物自動車運送事業者が書面化により共有するべき必要最低限の事項は何か、そ
の考え方はどのようなものか、が示されています。

詳しくは、
国土交通省のホームページ
http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha04_hh_000066.html へ

http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha04_hh_000066.html


リスクアセスメントを実施しょう！

災害防止のポイント
１ 安全衛生管理体制の確立

担当者の指名、安全衛生方針の表明・目標の設置・計画の作成と実施、委員会等における審議等

２ 荷役作業における労働災害防止の徹底

作業内容に応じた安全衛生対策、墜落・転落による災害防止対策、荷役機械・設備による災害防止

対策、転倒による災害防止対策、腰痛災害防止対策など

３ 安全衛生教育の徹底

４ 陸運事業者と荷主等との連絡調整

５ 休憩時間を考慮した運行計画

６ 請負事業者との作業間の連絡調整

スタート

詳しくは、厚生労働省ホームページ
http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei14/index.html へ

危険性・有害性ごとのリスクの見積もり

リスク低減のための優先度の設定・
リスク低減措置内容の検討

危険性・有害性の特定

リスクの低減措置の実施

手順１

手順２

手順３

手順４

手順１
●荷が崩れて、腕をはさまれ骨折する
●荷の液体が漏れて、中毒になる
●荷の上から墜落し頭部を強打する

手順２
●災害になった時、ケガの程度は？
その作業は一日どの程度あるのか？
●そのリスクの大きさは？
●既存の対策は？

手順３
●対策の優先度は？
●作業のやり方を変えられないか？
●何か設備的な対策が取れないか？
●管理的対策は可能か？
●対策をとった後にリスクの見直しを行ったか？

手順４

●リスクアセスメントの結果及び実施したリスク低
減措置を記録して、災害防止のノウハウを蓄積
し、次回のリスクメントに利用する。

実施時期
・設備、原材料、作業方法などを新規に採用、または変更するなど、
リスクに変化が生じたときに実施
・機械設備の経年劣化、労働者の入れ替わりなどを踏まえ、定期
的に実施
・既存の設備、作業については計画的に実施

荷役作業におけるリスクアセスメント

優先度に応じたリスク低減措置の実施

http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei14/index.html

